
地
方
自
治
法
改
正
に
関
す
る

意
見
書

（
内
容
）
国
の
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
補

充
的
な
指
示
が
、
地
方
分
権
や
地
方
自

治
の
本
旨
に
反
す
る
と
し
て
改
正
を
求

め
る
も
の
。

保
健
福
祉
常
任
委
員
会

国
民
健
康
保
険
税
の
一
部
を
改
正

（
内
容
）
高
齢
者
の
医
療
費
の
増
加
に
伴
う

保
険
税
の
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る

た
め
改
正
す
る
も
の

改
正
１
賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ

　
（
後
期
高
齢
者
支
援
分
を
２
万
円
引
き
上

げ
）

改
正
２
軽
減
判
定
所
得
の
引
き
上
げ

　
（
５
割
軽
減
と
２
割
軽
減
の
金
額
引
き
上

げ
）

問 

賦
課
限
度
額
の
後
期
高
齢
者
支
援
金
分

引
き
上
げ
に
よ
る
市
へ
の
影
響
額
、
ま
た

軽
減
判
定
所
得
の
引
き
上
げ
に
よ
る
市
へ

の
影
響
額
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
う
か
。

答 

令
和
６
年
３
月
末
現
在
の
試
算
に
よ
る

と
、
改
正
前
に
お
け
る
限
度
額
の
22
万

円
ま
で
賦
課
さ
れ
て
い
た
世
帯
が

総
務
企
画
常
任
委
員
会

令
和
６
年
度
分
の
個
人
市
民
税
の

定
額
減
税
と
固
定
資
産
税
の
評
価

替
え
に
伴
う
牛
久
市
税
条
例
の
改
正

問 

定
額
減
税
に
伴
う
調
整
給
付
対
象
者

（
定
額
減
税
さ
れ
な
い
と
見
込
ま
れ
る

人
）
へ
の
支
給
時
期
は
。

答 

シ
ス
テ
ム
の
改
修
後
８
月
上
旬
に
は
対

象
者
に
通
知
し
、
中
旬
以
降
に
支
給
で

き
る
よ
う
進
め
る
。

問 

定
額
減
税
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
の
対

応
は
。

答 

市
役
所
内
に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置

を
予
定
し
て
い
る
。

問 

年
金
所
得
者
の
減
税
は
い
つ
か
ら
に
な

る
か
。

答 

10
月
支
給
分
か
ら
行
う
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。

不
祥
事
に
対
す
る
監
督
責
任
と
し
て

市
長
の
給
料
を
１
か
月
10
％
減
額

問 

不
祥
事
に
係
る
関
係
職
員
等
の
処
分
が

な
さ
れ
、
再
発
防
止
策
も
含
め
今
後
市

民
へ
の
報
告
は
い
つ
頃
行
う
の
か
。

答 

事
件
発
覚
か
ら
１
年
以
内
を
目
途
に
、

報
告
書
の
形
で
公
表
を
考
え
て
い
る
。

２
２
４
世
帯
で
あ
り
、
今
回
の
改
正
に

よ
り
限
度
額
24
万
円
ま
で
賦
課
さ
れ
る

世
帯
が
１
９
３
世
帯
と
な
る
。
こ
れ
に

よ
る
国
民
健
康
保
険
税
の
増
は

４
２
０
万
４
７
０
０
円
と
見
込
ん
で
い

る
。

　
　
ま
た
、
５
割
軽
減
の
改
正
前
の
世
帯
数

が
１
１
１
５
世
帯
に
対
し
、
改
正
後
は

１
１
３
７
世
帯
と
な
り
、
２
割
軽
減
に

つ
い
て
は
、
１
０
６
５
世
帯
に
対
し

１
０
８
７
世
帯
と
な
る
見
込
み
で
、
国

民
健
康
保
険
税
の
均
等
割
額
が

94
万
６
４
８
０
円
の
減
と
な
る
見
込
み

で
あ
る
。

※
脳
脊
髄
液
減
少
（
漏
出
）
症
医

療
改
善
に
関
す
る
請
願

（
内
容
）
国
や
県
に
対
し
難
治
性
の
患
者
の

診
断
基
準
の
確
立
を
急
ぎ
、
治
療
方
法

の
開
発
研
究
や
治
療
体
制
の
整
備
、
長

期
疾
患
患
者
の
指
定
難
病
へ
の
追
加
、

茨
城
県
内
に
専
門
医
の
い
る
拠
点
病
院

を
設
置
す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
る
も
の
。

※
脳
脊
髄
液
減
少
（
漏
出
）
症
と
は

　
　

 

外
傷
等
で
脳
脊
髄
液
が
漏
れ
出
す
こ
と
に
よ

り
、
頭
痛
、
頸
部
痛
、
め
ま
い
、
倦
怠
感
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
を
呈
す
る
疾
患
の
こ
と
。

予
算
常
任
委
員
会

今
秋
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
が
定
期
接
種
に

１
億
８
７
８
５
万
８
千
円

問 

ワ
ク
チ
ン
接
種
対
象
者
は
。

答 

令
和
６
年
度
か
ら
は
65
歳
以
上
の
方
と

60
歳
か
ら
64
歳
の
内
部
障
害
１
級
の
方

が
対
象
と
な
る
。

問 

接
種
対
象
者
へ
の
接
種
券
の
送
付
や
予

約
方
法
な
ど
は
ど
う
な
る
の
か
。

答 

接
種
券
の
送
付
時
期
は
今
は
未
定
で
あ

る
。
予
約
に
つ
い
て
は
、
ご
自
身
で
希

望
す
る
医
療
機
関
に
予
約
し
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
る
。
自
己
負
担
は
４
千
円
。

。
保
護
者
等
か
ら
の
相
談
窓
口

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
置
へ

２
９
４
万
１
千
円

問 

（
仮
称
）
学
校
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
開

設
す
る
目
的
と
理
由
を
伺
う
。

答 

保
護
者
が
学
校
や
教
育
委
員
会
に
対
す

る
ご
意
見
や
ご
要
望
な
ど
を
気
軽
に
相

談
で
き
る
窓
口
と
し
て
、
コ
ー
ル
セ
ン
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タ
ー
を
開
設
す
る
こ
と
と
し
た
。
今
ま

で
の
事
例
に
お
い
て
、
学
校
で
の
初
期

対
応
で
の
方
向
性
が
違
う
こ
と
な
ど
が

あ
り
長
期
化
す
る
事
例
が
あ
っ
た
。
ま

た
学
校
で
は
対
応
で
き
な
い
事
例
な
ど

も
増
え
つ
つ
あ
り
、
教
員
の
心
理
的
な

負
担
に
も
な
っ
て
い
た
。
初
期
段
階
か

ら
教
育
委
員
会
が
携
わ
る
こ
と
で
、
早

期
解
決
を
目
指
す
目
的
が
あ
る
。

問 

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に
校
長
経
験

者
を
配
置
す
る
と
し
た
理
由
は
。

答 

教
育
や
学
校
に
関
す
る
内
容
の
た
め
、

様
々
な
経
験
を
有
し
た
管
理
職
の
経
験

が
長
い
校
長
を
対
象
と
し
た
。
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
が
窓
口
と
な
り
、
教
育
委
員

会
全
体
と
し
て
の
み
で
な
く
、
専
門
部

門
や
福
祉
部
門
な
ど
と
の
連
携
を
取
り

な
が
ら
、
支
援
を
し
て
い
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

地
域
公
共
交
通
の
課
題
解
消
に
向

け
て
４
市
（
牛
久
、
つ
く
ば
、
土
浦
、

下
妻
）
で
実
証
実
験

８
０
２
６
万
９
千
円

問 

国
の
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交

付
金
を
活
用
し
４
市
が
連
携
し
て
、
公

共
交
通
の
維
持
拡
充
に
む
け
て
実
証
実

験
を
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
一
つ

で
あ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
バ
ン
ク
の
創
設
に

つ
い
て
具
体
的
な
内
容
は
。

答 

地
域
交
通

に
お
け
る

ド
ラ
イ

バ
ー
不
足

に
対
応
す

る
た
め
普

通
免
許
の

ド
ラ
イ

バ
ー
を
募

集
し
、
各

地
域
で
自

家
用
有

償
旅
客

運
送
の
運

行
を
担
っ

て
い
た
だ
く
。
４
市
で
約
70
～
80
名
、

牛
久
市
に
お
い
て
は
17
名
の
登
録
者
を

想
定
し
て
い
る
。

問 

Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
化
に
よ
る
実
証
実

験
で
は
、
課
題
解
消
に
向
け
て
ど
の
よ

う
な
効
果
が
期
待
で
き
る
の
か
。

答 

実
証
実
験
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
現

在
の
う
し
タ
ク
の
足
り
な
い
部
分
に
充

て
る
運
行
形
態
を
基
本
と
し
て
検
討
し

て
い
る
。
例
え
ば
、
う
し
タ
ク
の
利
用

者
は
高
齢
者
で
病
院
の
通
院
が
多
く

な
っ
て
い
る
の
で
、
平
日
の
午
前
中
や

土
曜
日
な
ど
の
運
行
を
視
野
に
入
れ
検

や
椅
子
、
音
楽
室
の
机
や
椅
子
、
理
科

準
備
室
及
び
技
術
準
備
室
の
収
納
棚
、

音
楽
準
備
室
の
楽
器
保
管
庫
な
ど
を
購

入
す
る
も
の
。

問 

既
存
の
物
品
で
使
用
可
能
な
も
の
は
。

答 

一
般
教
室
で
使
用
す
る
机
・
椅
子
は
継

続
し
て
使
用
。
そ
れ
以
外
は
、
校
舎
竣

工
時
か
ら
の
も
の
で
経
年
劣
化
を
考
慮

し
新
品
と
す
る
。
ま
た
、
理
科
室
や
技

術
室
等
（
専
門
教
室
）
の
棚
・
実
験
台

は
固
定
式
で
あ
り
、
同
じ
く
状
態
が
悪

い
た
め
購
入
す
る
。

問 

施
設
一
体
型
建
設
事
業
の
予
算
の
見
込

み
と
今
後
追
加
工
事
な
ど
は
な
い
の
か
。

答 

当
初
の
38
億
７
０
０
０
万
円
の
金
額
を

上
回
る
予
定
は
な
い
。
追
加
工
事
に
つ

い
て
は
、
増
築
校
舎
の
建
設
工
事
が
遅

れ
た
こ
と
で
、
供
用
開
始
が
令
和
７
年

１
月
に
延
期
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
う
北

校
舎
の
改
修
工
事
以
外
に
予
定
は
な
い
。

小
学
校
、
中
学
校
及
び
義
務
教
育

学
校
の
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

求
め
る
意
見
書

（
内
容
）
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て
、

子
育
て
支
援
策
の一
環
と
し
て
国
庫
負

担
と
す
る
こ
と
が 

望
ま
し
い
と
判
断
し
、

関
係
法
令
の
早
急
な
整
備
を
、
国
会
及

び
政
府
に
対
し
強
く
要
請
す
る
も
の
。

討
し
て
い
る
。
ま
た
、
交
通
空
白
地
の

解
消
と
し
て
は
ど
の
地
域
に
す
る
か
も

検
討
中
で
あ
り
、
運
行
地
域
は
市
内
の

み
と
し
て
、
運
賃
は
う
し
タ
ク
と
同
程

度
と
考
え
て
い
る
。

教
育
文
化
常
任
委
員
会

。
お
く
の
義
務
教
育
学
校
新
校
舎
内

の
物
品
購
入  

３
５
３
０
万
７
千
円

（
内
容
）
本
年
12
月
に
完
成
予
定
の
お
く
の

義
務
教
育
学
校
新
増
築
棟
の
、
理
科
室

の
実
験
台
や
椅
子
、
技
術
室
の
技
術
机
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